
東京都市計画事業 
南小岩七丁目土地区画整理事業 

「事業計画書の概要」 
 

 

1 事業の目的 

本地区は、ＪＲ小岩駅南口に隣接し、南口駅前交通広場を含む駅前商業地域と密集

した老朽住宅が混在した地域であり、基盤整備の遅れから地区全体において高度利用

が図られていない状況である。また、地区内の道路は幅員４ｍ未満の狭隘道路が多

く、道路基盤が脆弱であるため、避難・救援・消火活動に支障となるなど、防災面や

住環境面での課題となっている。 

本事業は、土地区画整理事業により、駅前交通広場を含む都市計画道路の都市基盤

の整備を行うとともに、地区北側の駅付近の高度利用の促進により、駅前商業地域と

して相応しい商業機能や都市型住宅等の複合市街地の拡充を図る。また、地区南側の

住宅地には、計画的に道路を配置し、防災性や住環境の向上を図ることを目的とす

る。 

 

 

2 事業の概要 

（１） 施行地区の区域 1 工区 江戸川区南小岩六丁目及び南小岩七丁目の各一部 

2 工区 江戸川区南小岩七丁目の各一部 

3 工区 江戸川区南小岩七丁目の各一部 

（２） 施 行 面 積 約４．９ヘクタール 

（３） 総 事 業 費 約２４４億円 

 

 

3 土地利用計画及び公共施設計画等 

（１） 土地利用計画 

本地区は、ＪＲ小岩駅にふさわしい賑わいのある駅前商業拠点の開発を誘致するため、

土地の高度利用や公共施設の整備改善を行うとともに、密集住宅環境の改善及び不燃化の

向上を図るため、施行地区内にそれぞれの目的に合わせた４つの街区構成を計画する。 

「駅前共同化街区」は、「市街地再開発事業区」を設定して南小岩七丁目駅前地区第一

種市街地再開発事業との一体的施行により駅前の顔となる大規模商業施設を誘致し、賑わ

いを取り戻すとともに、誰もが安全・安心・快適に暮らせる高層共同住宅を整備し、ＪＲ

小岩駅に直結する立地を活かした拠点街区として計画する。 



「個別利用街区Ａ」は、個別商店等が並ぶ魅力と賑わいのある街並みを形成する街区と

して計画する。 

「個別利用街区Ｂ」は、不燃化を促進し、防災性の向上を図るとともに、通風・採光等

が確保された良好な店舗併用住宅等が並ぶ街区として計画する。 

「立体換地街区」は、立体換地建築物を建設する街区として計画する。 

 

 

（２） 公共施設計画 

①道路 

（ａ）都市計画街路 

交通広場を含む都市計画道路補助線街路第 285 号線（幅員 15・18ｍ）を拡幅整備

する。また、都市計画道路江戸川区画街路第 26 号線（幅員 12・13.5ｍ）を新設す

る。なお、２路線ともに電線類地中化整備を行う。 

 

（ｂ）区画街路 

本事業においては、中央通り（幅員 10ｍ）及び昭和通り（幅員 7.3ｍ）に関して再

整備を行うほか、幅員６～８ｍの区画街路を新設する。また、区画街路全線の電線類

地中化整備を行う。 

 

（ｃ）特殊街路 

歩行者動線を配慮して幅員６ｍ及び４ｍの歩行者専用の特殊街路を新設する。 

 

②公園・緑地 

公園は、駅前共同化街区の公開空地や地区周辺の公園を考慮して、２箇所整備す

る。また、緑地は３箇所整備する。 

 

 

（３） 立体換地建築物の整備計画 

法第 93 条１項に規定する過小宅地又は過小借地の改善を図るための立体換地建築物を

１棟建設し、これらの床の一部は法第 93 条第１項、第４項に基づく立体換地として、権

利者に与える。 

  



4 区画整理施行前後の地積 

 

5 減歩計算表 

 

6 保留地の予定地積 
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